「『一』→『多』」的人間観・世界観に基づいたスピリチュアルケア序論 : 井筒哲学に依拠して by 小西 達也






























































































































































































































の発言内容と同じことを C/Sもほぼ同時に考えていたり、あるいは C/Gの発言内容が C/S
の過去の重要な体験と関わるキーワードであったりする、というものである。更にはそうし
139














































































































































































































































































































































第二モデルの S/Cは、第一モデルの S/Cに比べて積極的であるがゆえに 4.2.で言及したよ





































































































極的かつ厳密な自己表現を求めること、また S/C教育の S/T＝C/G候補者の方が、S/Cの C/S
よりもビリーフ意識化が進展している場合が多いこと、などが挙げられよう。
12）　小西達也、谷山洋三、伊藤高章「より深い自己への目覚めのサポートとしてのスピリチュアル




武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.4（2014.3）
り、また「『素の自分』で相手（C/S）と向き合えるように」なっていくプロセスであったとして
いる（高下、児島、榊原、西岡「上智大学グリーフケア研究所での学びと気づき─スピリチュア














































































神あるいは「真の自己」をその精神面としての表現と捉える。（Philip Clayton, “In Whom We 
Have Our Being: Philosophical Resources for The Doctrine of the Spirit”, Advents of The 
Spirit, Wisconsin: Marquette University Press, 2001, p192.）
40）　新約聖書「コリント人への手紙」12:12­27。
41）　精神と身体を、あるメタレベルの実体の異なる二面の表現として捉える見方は、オランダの哲
学者、スピノザ（Baruch de Spinoza、1632­1677）に典型的にみられ、一般に二面論（Dual 
Aspect eory）、あるいは心身並行論と呼ばれる。本論の TSB（Transpersonal Spiritual 
153





















すなわち S/Cにおける C/Gと C/Sの関係性では、禅の場合と異なり、C/Gのみが一方的に「一」
の自己表現に生きているような場合が多く見られると考えられる。そうした関係性の対称性の違
いが、二者間のダイナミクスに対してどのような影響を与えるかについての検討は、別紙に譲り
たい。
47）　その場合には、むしろ筆者が従来から主張してきた、個我的人間観に基づいた第一モデルの方
が有効となる。その意味では、第一モデルの方が普遍性が高い。実際、第一モデルは、より多く
の人たちが認め得る S/Cモデルの確立を目的として提唱されたものである。
